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は 10012359` .-=1.7214722･･- ･です.従って x主1.7214×10361通りの配列,すなわち
｢文｣ができることになります.これだけ膨大な数の文があれば,非常に大きな情報を伝えるこ
とができるはずです･順列を学んだ人ならば,この配列は重複順列ですから,4口 6｡ - 4600で
あることは直ぐに分るでしょう.



























































































































8 第 一 章 ことばの研究 Ⅰ 古典期























名詞 ′OnOma 6V叩α nOmen
動詞 rh看ma 両ドα Verbum
分詞 metokhさ ′巨EてOXT】 participium
冠詞 孟rthron 盈pOpov articulus
代名詞 ant6nyml'a ′dvてOVUト比CX prOnOmen
前置詞 pr6thesis TCP60gOLG praepositio
























































































































































































































































































































































































大きいものは ｢鯨｣で ｢ゲイ｣です･木の大きいものは ｢椋｣(むく)で ｢リョ
ウ｣と読みました.
§39 さらに,｢魚｣は ｢ゴ｣,｢ギョ｣と呼んだようですが,これは音には
関係なく,カテゴリー をも表していました.｢トウ｣ というものが ｢魚｣のカ
テゴリー にあれば鮒となり,タチウオを表しました.また ｢鮒｣は魚のカテテン
ゴリー の中の ｢フ｣と呼ばれるもの,すなわち ｢フナ｣だったのです.｢鮎｣,

































となれば ｢本 (複数)｣,mむkt豆banとなれば ｢図書館｣というようになります.したがってア
ラビア文字には固有の母音を表す文字はなく,｢補助記号｣を付けて間に来る母音を示します.









クラス 概 念 単 数 複 数
1,2 人 m-/mu-/mw- wa-/W-
3,4 植物 m-/mu-/mw- m1-
5,6 果実 ji-/j-/@ ma-

















































































1 人間 人 一人,二人 etc.
2 小動物 匹 一匹,二匹etc.
3 大きな動物 頭 一頭,二頭 etc.
4 烏 羽 -羽,二羽 etc.
5 負 局 -局,二尾 etc.
6 長いもの 本 -*,=*etc.
7 平たいもの 枚 一枚,二枚 etc.(時にヒラメ,カレイも)
































































































































































































































































































































































































































































印 欧 祖 語 の 鼻 音
ⅠE S､kr. gr. laも. got. lit.
*甘/*on a α en/in un ln)un
































































部位 無声音 有声音 有声有気音
唇音 *p *b .軍bh
歯音 *t *d *dh
喉音 *k *g *gh





44 第 玉 章 ことばの研究 Ⅴ 比較言語学
印 紙 祖 語 の 無 声 子 音
IE Hit. Tokh. Skr. AV. OCS Lit. Arm. Gr. Lat. Ⅰrl. Got.
*p p p p p p p h(W) 丁【 p ¢ ど(b)
*t t t(C) t t t t th て t t >(a)






























印 欧祖 語 の母 音 の体系
§90 これらの母音の対応表は次のようになります(付録Aのi貢 参照)･
母 音 の 対 応 表
Ⅰ.E Gr. Laも. Celt. Germ. Ⅰnd.Ⅰr. Lit. OCS Arm. Hit.
*e E: e e e a e e e e/a
*o 0 0 0 a a a 0 0 a
*a α a a a a a 0 a a
*∂E/0/α a a a 1 a 0 a a?
*否 ¶ 否 i/i 6 豆 e 6 1 a(aa)





































































二 重 母 音
*i *u *1 *r *m *n
*e *ei *eu *el *er *em *en
*o *oi *ou *ol *or *om *on
*a *ai *au *al *ar *am *an
*6 *ei * *61 *er *6m *en
*6 *6i *6u *61 *6r *6m *6m









































短母音 *e *o *¢
長母音 *否 *6 *∂









































































































































































































































































A. 東スラヴ諸語 1. 大ロシア語2 白
3. ウクライナ語
B. 南スラヴ諸語 1. ブルガリア語2. セルビア語
3. クロアチア語
4. スロヴエニア語




















































































































































































































































オ プ イェク ト ビ ル デ ン







































が ｢韻 閥 溺活動は,思考において,を雛 覇を巌歳音i｣ということの













































































































短母音 *e *o *¢





































*6 ti-the-mi the-mos the-tos
*eal *dhea1- *dhoal *dha1-
*瓦 ph豆-mi ph6-ne pha-tos
*ea2 *bhe∂ 2- *bho∂2 *bha2-
*6 di-d6-mi d6-ron do-tos
ます.




例えば*r+al′2′3う *君や *l+al/2/3′う *盲のような場合です･































































































































l# #♯ 言語車通論 礁苧
嫉簾 4:m宅 錬韓










































































































とを示す cryの外に,｢すすり泣く｣あるいは ｢むせび泣く｣ことを表す sob





































































































































































































































































































































onti(ドー リア方言 f3rontipipovTL)といい,ラテン語の ferunt,スラヴ







































































































































































































































































































の)- ｢おぼこ･すぼしり｣(小型のもの)- ｢いな｣(20-23cmのもの)- ｢ぼ
ら｣(成魚)- ｢すぼしり｣(特に大きいもの),｢せいご｣(幼魚)- ｢ふっこ｣(少
し成長したもの)- ｢すずき｣(成魚),あるいは東京地方では ｢わかし｣- ｢い

























104 第 十一 章 構造言語学の主な流派 Ⅰ
Sう rう SうR
ここで Sは ｢刺激｣stimulus,Rは ｢反応｣Reactionを意味しています.
もし例えばジャックが ｢お腹が空いた｣という刺激を感じ,自分で木に登っ






























































lV-Ⅴ] [Vm-Ⅴ] [Vp-Ⅵ [#-Ⅴ]
[p] [suサ0Ⅰ朝 lsim-p-o]to b - -















音 声 [ph] [p] [b] [?p]
日本 語 /p/ /b/ ?
中 国語 /E,h/ /p/ ?






























































































































































































































































































































































































































120 第 十三 章 構造言語学の主な流派 Ⅲ







































































































































































































§271 こうしてできたものを ｢記号｣というとすれば,たとえば ｢椅子｣





























します･)から成る集合の星積はia,aa,aaa,- a,bb,bbb,… ab,ba,aab,… )
などの集合を表します.したがって星積の集合は無限集合になります.
Pは∑からこれらを導出する規則の集合で,たとえば ∑-ql,Cr2- Jn




































(1) cr i itU
(2) o･ j theyW
(3) U i isX
(4) W J 乱rey
(5) X i aZ
(6) Y i desksE
(7) Y i booksE
(8) Z i deskE













とyとはそれぞれ ｢述部｣を構成する ｢述語｣"is"と"are"が ｢言われた｣





















130 第 十四 章 北欧学派
もう少し ｢頭のいい｣機械ですと,この外に




? ?? ? ?? ?
??
? ??? ? ?



























































































体の集合と考える,というようなばあいです.このとき集合 Aは集合 β に
含まれるといい,A⊂βのように表します.逆のばあいには記号が逆になっ






























































































§292 アプレシャンによれば,理論の ｢経済性｣はE-晶宗 によって































































































































































































































































§311 ここでSは現実の ｢刺激｣stimulus,Rは現実の ｢反応｣Reaction
を意味しています.もし例えばジャックが ｢お腹が空いた｣という刺激を感




















































































































































































































152 第 十 五 章 チョムスキー
算項を必要としていることになります･I-i(x,y)です･したがって ｢読む｣
のばあいにはZ- 読む(太郎,漫画)という形をとるでしょう･




































るということです.繰り返していえば例えば ｢机｣とか ｢椅子｣とかいう ｢実
体｣が存在しているから,これを指す名前が生れるのではなく,一定の機能
を持っているものに対して,その機能に名を与えるに過ぎないのです.した
























































156 第 十 六 章







































































































































































































































164 第 十 六 章
に基づいているということができます.
§358 いま,｢～ によって｣のように,行為者 Actorを表す印をもったも
のを ｢活格｣,何も印をもたないものすなわち無規定なもの (言語学ではこれ
































































































































































































































































































































































































































*p 7t p ¢ f(b ) p p p p p p h(W)
*b β b b p p(?)p(?) b b b b p
*bh ? ∫(b ) b b p(?) p bh b b ち b
*t て t t a t t(C) t t t t th
*d 8 d d t t(d) t(C) d d d d t
*dh0∫(d)d d t t dh d d d d
*k 冗 C C h(g) k k(a) ノS S S ら S
*g Y g g k k 汰 J Z Z Z C
*gh X h g g k(g) k h Z 云 Z j(Z)
*kw7t(て) C C W(h)ku k 汰(C)(e)k k(a,C)kh
*gwβ(8)(gu)g q,k ku(?)k(畠 ) g(j)g(Jv)g (i,dz)k
*gwh?(0)∫(u) g (?) u(gu)k h(h)g(5)g (i,dz)g(i)
(2)母 音
E Gr. Laも. Celt. Germ. Ⅰnd.Ⅰr. Lit. OCS Arm. Hit.
*e E e e e(i) a e e e e
*o 0 0 0 a a a 0 0 0
*a α a a a a a 0 a a
*∂E/0/α a a a 1 a 0 a a?
*否 刀 a I/a 杏 蕊 e 杏 1 a(aa)
*6 O 6 蕊/缶 6 蕊 a/o a u e(ea)
*豆 0 a a a(aa)
付録
(3)子 音 と して の ソナ ン ト
.E.Gr. Laも. Ⅰrl. Got. Skr. AV. Lit. OCS Arm. Hit.
*y I,¢ 1 ¢ 1 y y J J ? y
*W (W) u f W Ⅴ Ⅴ Ⅴ Ⅴ g)Ⅴ W
*r P ∫ r r r r r ∫ r ?,r
*1 入 1 1 1 r,1 r 1 1 1 1
*m Ll m m m m m m m m m
(4)母音として働くソナント(子音の前)
ⅠE Gr. Lab. Ⅰrl. Got. kr.AV. Lit. OCS rm.Hit.
*i L 1 I 1 1 1 1 )1 1 1
*u U u u u u u 1 一ヽlu u u
*rPαフαP Or ri aur r ar∂ lr)ur r屯 ar(ar)
*i入α,α入 ul li ul r 古ra il,ul lY,1屯 a壬 (al)
*rp α em um a a 1m)um 6月 am (a)
(5)母音として働くソナントの長音
匝 Gr. Lat. Ⅰrl. Got. Skr. Lit. OCSrm.it.
*f y 1 1i 1 1 1 1 1
辛 y uU u u u u u u
*r αP∝Pα?PT一つPO arl)ra ara(r豆) 1r)ur ヽヽlr)ur
*1 α入ct人魚,)叫,入O ali,1a ala(la) 1r)ur i1,hl
* 叩CX,ド虎 amlIma m豆 蕊(豆m)? ヽ ヽ1m)um





ⅠE Gr.Laも.Ⅰrl.Got. Skr. Ⅴ.Lit.OCS rm.
*貞or) αP ar araur lr)ur arlr)ur) ノヽlr)ur ar
*!(ol) α入 al一 al ulど,ur(il,ular il,ul a,屯1 a壬
*rp(om)α巨am71 m?um ? ? m)u _ヽ′m,u am
(7)二軍母音 (短母音)
ⅠE Gr. Lat. Ⅰrl. Got. Skr. AV. Lit. OCS Arm.
*ei EL e - 1 (?)1 e)la 1 ae)01 e)el
*eu EU 也 0)ua eO)lu 0 aO)au jaも ju Oy
*el e入 ul el el ar ar ei 16 el
*er EP er er er ar ar ef r芭 er
*em Eド em (em) im am am eIも 守 im
*en EV en (en) in an an e氏 冒 in
*oi OL Oe e - 6(i)u a1)el)e ae)01 e)al e
*ou OU 伝 0)ua atュ)Ou70 0 aO)∂u a包 u Oy
*ol0人 ul ol al ar ar al～ la o壬
*or OP Or Or ar ar ar a王: ra Or
*om Oト人 um (om) am am am a血 Q um
*on 0ヽノ On (on) an an an a氏 Q un
*ai αL ae ae alIel)e e ae701 eIal 6(i) ay
*au αU au 07ua au)Ou)0 0 aO)au C,ai u aW
*alα入 al al al ar ar al la al
*ar αP ar ar ar ar ar ar ra ar
*am CE巨 am am am am am am Q am
*an etv an an an an an an Q an
iv 付録
(8)長母膏から成るニ重母音
ⅠE - *i *u *1 *r *m *n
kr.AV *67*67*豆 ai au 瓦r 豆r 豆m 瓦n瓦 瓦 す 昏
Gr. *e T)i ¶P ¶V6 OL O O
*a 反し 豆p 豆V
ギリシア文字の呼び方と発音
大 小 名前 発音
A α alpha la ]
B β beta lb]
r Y gamma [g】
△ 8 delta [d】
E ど epsilon le]
Z ち zeta lz]
H 刀 eta 【e:]00theta 用*ⅠL iota [i]
汰 冗 kappa 【k]
A 入 lambda 【1]
大 小 名前 発音
N V n(y)u 回
∩I.■し･. ミ Ⅹ1 [ks】
0 0 omikron [o〕
刀 7℃ pi [p]
P ド rho [r]
∑ 0)C Slgma 【S】
T て tan [t】
Y U upsilon 洞
◎ ? phi 閏
Ⅹ X chi [(k]*
申 中 psi [ps】
*(t,くkはそれぞれ 【t]及び【k]の有機音を表す･
†本書の校訂は次の通り｡06.05.26校訂,07.01.07一部差し替え校訂 0,7.01.09,校訂 07A.23,
校訂 08.7.16,最終校訂 08.7.29.
